
令和２年度第１回第６次碧南市総合計画第２分科会 

議事要旨 

日 時 令和２年６月２５日（木） 午後１時～午後２時３０分 

場 所 碧南市役所 ２階 談話室２ 

出席者 

■出席 

□欠席 

審議会 

委員 

■河原厚司委員 ■鈴木たか子委員 ■禰宜田知司委員 

□生田譲委員 ■水野博史委員 □奥村晋平委員 

■長田良次委員 ■榊原健委員 ■金原功委員 

■鈴木政枝委員 ■榊原由太郎委員 □杉浦優子委員 

事務局 
生田経営企画課長、中川経営企画課長補佐兼政策推進係長、 

鈴木主査、渋谷主事 

傍聴者 ０名 

次 第 

１ 経営企画課長あいさつ 

２ 自己紹介 

３ 第６次碧南市総合計画の検討状況について 

４ 意見交換 

５ その他 

１  経営企画

課長あいさつ 

○経営企画課長よりあいさつ 

２ 自己紹介 ○委員の自己紹介 

３  第６次碧

南市総合計画

の検討状況に

ついて 

○事務局より説明 

４ 意見交換 

委員 〇高齢者が増えることについて、どう考えているのか。 

〇空き地の対策はどうするのか。 

 

事務局 〇６、７ページで高齢者の生きがい創出に明記しているとおり、市の主要課題

としての認識を持っています。 

スポーツだけでなく、社会参画の機会としてコミュニティに参加することも

必要と考えています。 

くるくるバスの利便性については、今後も検討していきます。 

高齢者についてのことは３６、３７ページに記載しています。 

その中で、個別の細かい内容についての数値目標は、各個別計画の中で記載

し、短期の計画をして実施していきます。 

〇空き地について、国として都市のスポンジ化の問題としてとらえており、市

としては４３ページ⑥で対策を掲げています。 

 



委員 〇４ページの「都市のスポンジ化」は一般的な表現なのか？空洞化の方がいい

のではないか？ 

〇４ページの災害リスクの高まりとあるが、自然災害だけではなく、感染症に

ついては捉えなくていいのか？ 

〇５ページの技術革新の項目で使った表現であるＩｏＴやＩＣＴがあるが、計

画全体の中での表現の整合性はどうか。 

〇１０年先を考えると、技術をもっと前面に出した表現が必要になるのではな

いか。 

〇８ページの中にある新たな力にある「外国人の力」となっているが、数字的な

ものを見せながら考えないといけない。 

「外国人の力」がかなり重みがある表現されているので、家族では日本語指

導など、外国人の施策についてしっかりと掲げられているのか。 

〇７ページの医療体制の充実について、保健所も刈谷に集約されてしまい、き

ちんと病床が確保されているのか。コスト意識のみの経営だけではいけない

のではないか。どこかで意識されているといいと思う。 

 

事務局 〇スポンジ化という言葉が適切かどうかは今一度検討します。 

〇技術革新については１３ページのまちづくり戦略の中で、技術などについて

意識しているが、ＡＩ、ＩＣＴという施策として細かく落とし込むことはあ

まりできていません。５５ページの③ＩＣＴや電子行政を積極的にという、

手続きのことをいっているのですが、「行政手続き」「行政サービス」というふ

うに置き換えるといいのではないかと考えています。 

〇外国人の増加として、１３ページ③で「外国人に関わらず」、という表現で受

け止めている。２９ページの施策の中で学校項目として２つ目の項目で、ア

シスタントを置き、外国人の児童生徒を支援していきます。 

〇７ページの医療の体制については、今回の新型コロナウイルスで約６億円の

医療収益の落ち込みがあります。市民病院は、感染症を受け入れる専門の病

院ではないので、今回の院内感染発生を教訓に、新型コロナウイルスへの対

応している病院に搬送することなどをしっかりとしていきたい。 

 

委員 〇３７ページの④にエレベーターの設置を入れてほしい。 

 ２層以上の建物で障害者が使う施設ではエレベーターが必要です。 

 

事務局 〇公民館など、古い公共施設にはエレベーターがないものもあります。最近の

施設についてはバリアフリーなど配慮しています。 

 改修する際、立て直す際にきちんとその辺は意識しています。 

 

委員 〇基本施策⑩で新型コロナウイルスも載っているので、特段言うことはない。 

 

事務局 〇ありがとうございます。 

 



委員 〇６ページのくるくるバスについては、障害者だけでなくも駅に行くまでが大

変。踏切を渡る際、車いすにとってすごくこわい。 

足としてのボランティアグループがあるけど、人数が減っているので、「ボラ

ンティアをする人はいませんか？」という声掛けを公共でやってもらえない

のか。 

 

事務局 〇くるくるバスの意見はたくさん聞いています。 

 第６章でも高齢者、障害者、誰一人取り残さないとしています。 

〇デマンド型のタクシーも研究されていますが費用対効果がいいものでなく、

現在勉強の段階であります。市長も重く受け止めている問題ですが、具体的

なやり方ではなく抽象的な表現となっていますが、これから取り組んでいこ

うというところです。 

〇人に頼んでお願いするという細かいことに関する記載は難しいですが、今後

そういうことができないかは、検討していきたいと思います。 

 

委員 〇感染症の対策が整ってないなら近くの刈谷豊田総合病院などとしっかり連携

を図れるようにしてほしい。 

〇人口の増加を見ると外国人がメインになっていると思う。外国人をあまり頼

ってはどうか。 

〇生産人口が減ってきてやっていく仕組みが必要。とくに食料の対策が必要。

農業分野のバックアップは必要です。 

〇外国人の中で、夫婦で碧南に来て、家を買って、職がなくなって国に帰るケー

スもある。そのバックアップも必要です。 

 

事務局 〇９ページのところで、外国人の増加を見込んでいます。 

 最近の傾向は、外国人の男性より女性の方が圧倒的に増えています。家族で

来て、家を持っている外国人が増え、定住志向の外国人が増えているのが現

状です。ただし、他の分科会からも意見があるので、新たな力としての「外国

人の力」という表現は微修正が必要という認識でいます。 

 

委員 〇うまくまとめられていると思う。細かい内容は個別計画が具体的にまとめて

もらえると思う。 

〇ＳＤＧｓの該当箇所には何がはいるのか？ 

 

事務局 〇ＳＤＧｓは１７の目標のマークを入れます。 

 



委員 〇新たな力「外国人の力」は違和感があります。 

〇不登校の子は外国人の人が多い。増えているならその人たちだけでまとまる

などの対策が必要でないか。 

〇ボランティアはたくさんあるが、もっと連携できるといいと思う。もっとボ

ランティア間の連携ができればいいと思う。 

〇引きこもりのことも対応をお願いしたい。 

 

事務局 〇外国人の生徒の増加に関しては、碧南市もサポートしていることを自負して

います。報道もされているような進んだ取り組みをしており、引き続きやっ

ていきます。ご理解ください。 

〇ボランティアについては、あいくるに市民活動センターがあり、本来の業務

としてはボランティア同士の連携を促す機関だが、なかなかうまくいけてい

ない。ご意見として頂戴いたします。 

〇引きこもりの相談、就労支援の場所が安城にあります。 

 

委員 〇コロナの緊急対応はどうなっているのか。どこが窓口かわかりにくい。 

 対応について、市のホームページを一早くしてほしい。 

〇市役所の仕事での帰り遅い。働き方改革がどうなっているのか。行政が率先

してやってもらわないと、民間はやっていきにくい。 

 どういったことを市でやっているのか。 

 

事務局 〇コロナの関係では、市民の方が知りたい情報がそれぞれ違います。ホームペ

ージにコロナの緊急情報を掲載できるようにしました。 

 ただ、職員が理解できても、市民が理解できていないこともあるので、情報が

どうしたら伝わるのか、引き続き考えてやっていきます。 

〇残業は減少傾向にあり、働き方改革を意識してやっています。 

 

 


